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「まちのルール」で守ろう、    

育てよう、自分達のまち！！   

緑豊かでうるおいある、安全・安心で 

快適に暮らせるまちづくり！！  
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地区計画の概要 

 

①建築物の敷地面積の最低限度 

 敷地の細分化を防止するとともに良好な環境の形成を図るため、敷地面積の

最低限度を７５㎡に定めます。 
 

②建築物等の高さの最高限度 

健全な地域環境の形成を図るため、建築物の高さの最高限度を１５ｍに定め

ます。 

 ③建築物等の形態又は色彩その他の意匠の制限 

 建築物の外壁等の色は白、グレー、茶等を基調とした落ち着いた色調としま

す。 

 ④垣又はさくの構造の制限 

 道路に面する垣又はさくの構造は生垣またはフェンスとします。 

※詳細は、「２ 地区計画の計画書・計画図」をご確認ください。   

 

＜地区の区分＞ 

 

１ 建築物等の整備について（建築のルール） 

 

 地区計画は、建築行為等の着手３０日前までに届出が必要です。 
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名    称   四葉二丁目・徳丸八丁目地区地区計画 

区
域
の
整
備
・
開
発
及
び
保
全
に
関
す
る
方
針 

位 置   四葉二丁目、四葉町、徳丸八丁目及び徳丸本町各地内 

面 積   約 ２０.３ ha 

地 区 計 画 の 

目 標 

土地区画整理事業による都市基盤の整備にあわせて、災害に強い、快適で緑豊か

なまちづくりをすすめ、良好な市街地の形成を図る。 

土 地 利 用 の 

方 針 
緑豊かな環境の保全に努めるとともに、良好な住宅地の形成を図る。 

地 区 施 設 の 

整 備 の 方 針 

自然環境の維持を図るとともに、土地区画整理事業により整備される公園とあわ

せて地区住民の憩いの場とするため、都立赤塚公園の樹林帯と一体となるように緑

地を配置する。 

建 築 物 等 の  

整 備 の 方 針  

良好な市街地の形成を図るため、建築物等に関する制限を次のように定める。 

⒈ 敷地の細分化を防止するとともに、良好な住環境の形成を図るため、建築物

の敷地面積の最低限度を定める。 

⒉ 秩序とうるおいのある街並みの形成を図るため、建築物の高さの最高限度、

建築物の意匠の制限及びかき又はさくの構造の制限を定める。 

地

区

整

備

計

画 

位 置   四葉二丁目、四葉町、徳丸八丁目及び徳丸本町各地内 

面 積   約 ２０.３ ha 

地区施  

設の配  

置及び  

規  模  

そ の 他 

公共空地 

名 称 面        積 備考 

緑 地 １ 号 約 ２４００ ㎡  

緑 地 ２ 号 約 １４００ ㎡  

建

築

物

等

に

関

す

る

事

項 

建 築 物 の  

敷 地 面 積  

の最低限度  

７５ ㎡ 

ただし、現に建築物の敷地として使用されている土地で７５㎡未満のも

の、又は現に存する所有権その他の権利に基づいて建築物の敷地として使

用するならば７５㎡未満となる土地に ついて、四葉二丁目付近土地区画

整理事業による仮換地の指 定を受けた土地でその全部を一の敷地として

使用する場合に おいては、適用しない。 

  ※ 

建 築 物 の  

高 さ の  

最 高 限 度  

１５ ｍ 

ただし、建築物の高さの算定にあたっては、階段室、昇降機塔その他こ

れらに類する建築物の屋上部分の水平投影面積の合計が当該建築物の建

築面積の８分の１以内の場合においては、その部分の高さは、当該建築物

の高さに算入しない。 

  ※ 

建 築 物 の  

意匠の制限 

建築物の外壁若しくはこれに代わる柱の色は、白、グレー、茶等を基

調とした落ち着きのある色調とする。 

 

か き 又 は  

さ く の  

構造の制限 

道路に面するかき又はさくの構造は生垣又はフェンスとする。 

ただし、高さ０.６ｍ以下の部分については、この限りでない。 

 

※は知事承認事項 
「地区の範囲、地区施設の配置は計画図表示のとおり」 

理 由： 土地区画整理事業による都市基盤の整備にあわせて良好な市街地の形成を図るため、地区

計画を決定する。 

 

２ 地区計画の計画書・計画図 
昭 62.1.23 

板橋区告示第 24 号  
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計画図 
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３ 地区計画の解説 

 

良好な住環境の形成を図るため、敷地面積の最低限度を75 ㎡と定めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
秩序とうるおいのある街並みの形成を図るため、建築 

物の高さの最高限度を15ｍと定めています。ただし、 

階段室や昇降機塔等で一定規模以下のものは対象外とな 

ります。 

 

  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
秩序とうるおいのある街並みの形成を図るため、道路の沿道は、生垣や透過性のあるフェンス等にすること

とします（高さ60cm以下の部分については対象外）。ただし、隣地境界側については制限していません。 

 

 

 

 

 

 

 

■建築物の敷地面積の最低限度について 

■建築物の高さの最高限度について 

■建築物の色彩の制限について 

外壁の色について 

良好な住環境の形成を図るため、建物等の外壁の色は、白、 

グレー、茶等を基調とした落ち着きのある色調としていま

す。 

 景観形成重点地区（板橋崖線軸地区）内にあるため、別途 

都市計画課都市景観担当（3579-2549）へ全ての規模で

届出が必要となります。 

届出対象となります。 

■垣又はさくの構造制限 

1Ｆ 

2Ｆ 

3Ｆ 

4Ｆ 

5Ｆ 

Ａ 

階段室、昇降機塔その他これらに類する建築物の屋上部分の水平投

影面積の合計Ａが、当該建築物の建築面積Ｂの 8分の 1以内の場合

においては、その部分の高さは、高さの最高限度を超えてつくること

ができます。 

Ｂ 

敷地面積の最低限度：75㎡ 

○：建物を建てることができる敷地 

×：建物を建てられない敷地 
【地区計画策定時 75㎡を超える場合】 

150㎡ 75 ㎡ 75 ㎡ 

130㎡ 55 ㎡ 

【地区計画策定時 75㎡を下回る場合】 

75㎡ 

未満 そのままの敷地で建て替え 

75㎡ 

未満 

15m以下 

派手な色 

原色 

75㎡ 

高さに算入 

しない 

花壇 ブロック塀 緑化フェンス 生垣 

60cm以下 60cm 60cm以下 60cm以下 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区計画に関するお問い合わせは・・・ 

〒173-8501 東京都板橋区板橋二丁目６６番１号 

(区役所北庁舎５階１６番窓口) 

    板橋区都市整備部建築指導課意匠審査係                

     TEL  ０３－３５７９－２５７３（直通） 

 

                                    令和３年４月作成 

                           


